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liver　 enzyme ，　 Lew　 platelets ） に 対 す る 新

し い 血 液浄化療法 の 試 み

滋 賀医 科人学 第
．・

外科、同 集中治療 部
D

同 救急部
2 ｝、同 産 婦 人 科

3 〕

　　　’L尸　　　　’1、る

　 ○谷　　徹、花沢
一・

芳，江 口 　 豊
い

　 　 遠藤善裕、長谷貴將
2 ）、阿部　 元

　　 小 玉 正智、木村文則
／1　’）
、山出

一
郎

3 ）

　　 野 田洋
一 ｝

1麺lf夕1」1 】　35才
．
女 枢髭、　女壬娠 27週 ｝二 才ざ L ・「⊂，　DIC、　口乎

吸 不 全、急性 腎 不 全 を 呈 し緊急 入院 ．血1小板数 9000／
mm3 、ドDP　 633．5f！　g／dln 胎 児仮 死 兆候を認 め た 為、緊

急帝 ll切開施行。胎児は 死 亡 娩出 と な っ た 。妊娠終 r

後 も出 TrTt傾 向 は 改善され ず、肝機能 は T．Bil　 l5．3mg／

dl、　 LDH　 2730 と 高値 で あ る 為 rlrL漿交換 を 計 5 回 施行 L．
た 。肝機能 異常、田 C、呼 吸 バ 全 は 改善 L 、以 後約 1

ケ 月 CHDF／田｝を 継 続 し、最終的 に は 腎機能 も回復 し救

命 L た、1

　分離 血 漿を用 い た in　 vitro の 検討 を 行 ・t た．　 HD、

HF、1丘L漿成 分 分離膜 （2A） 等 の cut 　 eff の 異 な る 膜 に

て p］asma を 分離 L ．濾過 し た 液 の 溶 面［に 関 係す る 因 壬

の 有無 を 検討 し た と こ ろ 2A膜 に て 通 過可能 で あ る こ と

が 判 明 した。

【症例 2 】32才
．
女性、妊娠 33週 に て 帝

．E 切開 に 胎児分

娩 （生体 ）後 3 目 目 よ り、血 い 板 3．ア万、FDP　 62．2μ g
／d1、　 LDH　 3318、　 T．Btl　 l．4ng／dlお よ ひ 血正尿 を 認 め た

為、伽 aFlux 　 2Aに よ る HFを 1 同 施行 L た c 治療翌 日に

は 〔血小 板数 6．1万 と．上 昇、LDHも 1145と低 ドした。以 後

保存的 に 経過観察を 行 っ た． 6 病 ［に は 、［血小板 23．6

万 ．と 正常 値 に 回 復 し、LロHも555 と 著 明 な 改善を 認 め

た ．

【考察 】当疾 患 に お け る 溶 血 は 微小 前L管性溶 血 性 貧血

の 病態 に 類 似す る。治療 の 根 ノkltii】．急な妊 娠 の 終 fと

抗 「肛栓療法 で あ る．重篤 な 病態 に お い て は ，血漿交換

が 有効 と な る．第 1 症例 に は m 漿 交換 に て 改善を 得

た 。第 2症 例 に 関 して は 、有害 物質 の 除去 を 目的 と し

て EvaFlux　 2Aに よ る 血 漿成分分離 を 施行 した ．　 HELLP

症候群 の あ る 病態 トに お い て、今回 施行 され た 血液浄

化法 は 今後有効 性 が 期待 で きる と 考え られ た、，

34 血 漿 交 換 療 法 と 持 続 血 液 濾 過 法 が 有 効 で

あ っ た S ．aureus に よ る 敗 血 症 性 シ ョ ッ ク

の
一

例
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〔は じ め に 〕 近 年、 グ ラ ム 陽 性 菌 に よ る 敗 血 症 の

増 加 が 問 題 と な っ て お り、 そ の 菌 体 成 分 や 毒 素 に

よ り 病 態 が 増 悪 す る と い う 報 告 が な さ れ て い る 。

　 メ チ シ リ ン 感 受 性 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 （MSSA ）

に よ る 敗 血 症 性 シ ョ ッ ク に よ り DIC 、 ARDS

を 伴 っ た 急 性 腎 不 全 を 呈 し た 症 例 に 対 し て 、 シ ョ

ッ ク 時 よ り 血 漿 交 換 を 施 行 し、 そ の 後 持 続 血 液 濾

過 法 に よ り 救 命 し 得 た 一症 例 を 経 験 し た の で 報 告

す る。

〔症 例 〕 症 例 は 65 歳 女 性 。 多 発 性 骨 髄 腫 19G

K 型 に て メ ル フ ァ ラ ン 、 サ ノ ク ロ ボ ス フ ァ マ イ ド

プ レ ド ニ ン に よ る 少 量 療 法 中、 左 眼 瞼、 右 足 内 顆

に 膿 瘍 出 現 。 そ の 後 発 熱、 全 身 倦 怠 感 を 主 訴 に 人

院 と な っ た。 入 院 時 シ ョ ッ ク 症 状 を 呈 し 汎 血 球 減

少 症 （WBC　 200、　 Hb　 6 ．39 ／d1 、　 Plt59000 ） お よ び

急 性 腎 不 全 （BUN　 53mg ／dl、　 Cr 　 3 ．5ntg！dD を 認 め

た。　右 足 膿 瘍、静 脈 血 よ り MSSA を 検 出 し、　 M

SSA に よ る 敗 血 症 性 シ ョ ヅ ク と 診 断 し た。 同 時

に 凝 固 時 間 延 長、　FDP 増 加 な ど の 凝 固 異 常、 お

よ び 肺 動 脈 楔 入 圧 の 上 昇 を 認 め な い 著 し い 低 酸 素

血 症 を 呈 す る こ と よ り、 D 　 C お よ び ARDS 合

併 が 考 え ら れ た。

〔経 過 〕 人 工 呼 吸 器 管 理 ド に 於 い て 、　グ ラ ム 陽 性

菌 よ り 放 出 が 予 想 さ れ た 内 外 毒 素 及 び TNF 等 の

サ イ ト カ イ ン 除 去 目 的 に 2 ，4L の FFP を 置 換 液

と し た 血 漿 交 換 を 2 日 連 続 に て 施 行 し 、急 性 腎 不

全 に 伴 う 無 尿 状 態 に 対 し て は 、 持 続 血 液 濾 過 法 を

9 日 間 施 行 し た。同 時 に 原 疾 患 に 対 し て 、強 力 な

抗 菌 剤 投 与 お よ び 、 DIC に 対 す る 抗 凝 固 剤 の 併

用 を 行 っ た。 こ れ に よ り 呼 吸 等 の バ イ タ ル サ イ ン

の 改 善 を 認 め、　6 回 の 血 液 透 析 療 法 を 経 て 尿 量 増

加 し 急 性 腎 不 全 よ り 回 復 し た。

〔結 語 〕 MSSA に よ る 敗 IE 症 シ ョ ッ ク に 伴 う M

OF に 対 し て ． 血 漿 交 換 お よ び 持 続 血 液 濾 過 法 は

有 効 で あ る
一

症 例 を 経 験 し た の で 報 告 し た、
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